
氏名 東野 治之

大学院博士後期課程
担当科目

・史料学特殊研究
・
・
・

通信教育部担当科目

・史料学概論
・
・
・

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

院生が実物や現地に接する機会を設け、具体的な指導を心がけている。

日本学士院会員　東京国立博物館客員研究員　奈良県文化財保護審議会副会長　橿原考古
学研究所共同研究員　武田科学振興財団杏雨書屋運営協議員　滴翠美術館館長

大阪市立大学大学院文学研究科修士課程修了

　【研究上の特記事項】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

東京大学博士（文学）

日本古代史

・
・
・
・
・
・

最終学歴

専門分野

東京国立博物館の客員研究員として、法隆寺献納宝物の研究を継続的に行っている。

学部担当科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

史学会　木簡学会　東方学会　美術史学会　万葉学会　和漢比較文学会

法隆寺・正倉院の文化史的研究　古代文字資料の研究　日唐交流史の研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料学演習

授業科目



単著

単著

単著

単著

塙書房2011年11月

読売新聞全国版朝刊

『図書』2月号　岩波
書店

2011年10月1日

2012年2月

2011年6月
白鳳絵画の白眉とされる金堂壁画の
様式的源流とその作者像について論
じた。１３８～１５１頁。

『法隆寺金堂壁画』
岩波書店

（学術論文）

（著書）

①大和古寺の研究

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

新出土の6世紀の象嵌銘入り大刀に
ついて、その解読案と歴史的意義を
明らかにした。

中国で公表された7世紀後半の百済
人の墓誌に見える「日本｣は国号で
はなく、朝鮮半島を指す用例であ
り、日本国号の史料とはならないこ
とを明らかにした。２～４頁。

④

これまで発表してきた奈良の古代寺
院と関係人物についての論文に補訂
を施し、新稿を加えてまとめた論文
集。Ａ５版５５０頁。

③

①法隆寺金堂壁画の文化史的
背景

②

②

③

④

⑤

①福岡・元岡古墳群出土の大
刀

③

（その他）

②百済人禰軍墓誌の「日本」

⑤

④

②

⑤

①

③

④

⑤

（学会発表）


